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　会員各位

社団法人日本技術士会中国支部 支部長　近藤 英樹

防災委員長　外山 涼一

平素より当会の活動に、ご理解・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、近年は地震の活動期に入ったという指摘をする専門家もいて、一昨年５月には中華人民共和国の四川大地震、本年１月にはハイチ地震が起こり、それぞれ死者が７万人弱、２０万人強と、とてつもない被害をもたらしました。都市部の直下型地震であった阪神・淡路地震の死者が６千数百人であったことを考えると、日本国内では想定できないような被害です。これは逆説的にいうと、日本では建物の強度と災害関連のインフラ整備がそれだけ進んでいると言えるかも分かりません。

中国地方では、昨年は山口県防府市を中心として、また本年は主に山口県と広島県で梅雨末期の集中豪雨による土砂災害が発生しました。ハード・ソフトの両面から防災対策が進められているにも係わらず、やはり数十人規模の死者が出ております。中華人民共和国では、本年８月に入ってからの豪雨により発生した土石流により、千人以上の死者が出ています。人口も多いことに加え、国土も広いことからインフラ整備が追いついていないことが想定され、被害も日本と比較できないくらい大規模です。

さて、この度（社）日本技術士会中国支部では２名の講師をお迎えし、防災に関連する講演会を開催するはこびとなりました。この講演が多少なりとも減災に役立てばと考えておりますので、多数ご参加くださいますようご案内申し上げます。

主 催　　(社)日本技術士会中国支部 防災委員会

後 援　　(社)全国測量設計業協会 中国地区協議会

         (社)全国地質調査業協会連合会 中国地質調査業協会

(一般社)日本応用地質学会 中国･四国支部

日 時　　平成22年9月11日(土)　14:00～17:00

場 所　　ウエノヤビル　ロイヤルタワー

所在地　広島市南区稲荷町１番１号
※定員　　９０人　

※対象　　技術士会会員及び一般参加者を歓迎します。
※参加費　会員・非会員1,000円(官公庁 無料)

※CPD　　 参加者には日本技術士会からCPD2.7ﾎﾟｲﾝﾄ

発行いたします。

次 第

14：00～14：10　開会挨拶　    　(社)日本技術士会中国支部 事業委員長　大田 一夫

14：10～15：20　「人々は土砂災害とどのように向き合ってきたか～近世以降の広島さぼう奮闘記～｣                    

広島県土木局土木整備部砂防課 課長 蒲原 潤一 様

15：20～15：40　休憩

15：40～16：50　「途上国における住民参加型の防災：南米ｺｽﾀﾘｶにおける洪水軽減堤防建設ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」
広島大学大学院国際協力研究科 教授 山本 春行 様

16：50～17：00　閉会挨拶　      (社)日本技術士会中国支部 防災委員長　外山 涼一

※締め切り　　平成22年9月10日（金）（定員になり次第締め切ります。）
※申し込み先　(社)日本技術士会 中国支部 事務局

電 話：082-511-0305　FAX：082-511-0309  E-mail:ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp
(社)日本技術士会中国支部　防災委員会　主催

平成22年度　防災講演会

参加申込書


FAX: 082-511-0309

(社)日本技術士会 中国支部 行

講演会：　参加する　参加しない

	氏　名
	

	区　分


	技術士（会員）・技術士（非会員）・修習技術者

官公庁職員・その他　（該当する区分に○をおつけください）

	部　門
	※技術士（会員）・技術士（非会員）・修習技術者の方のみ記載下さい。

	会社名
	

	連絡先
	〒

TEL

FAX

E-mail


注）申込みは郵送やＥメールでも結構です。

申し込み期限は、2010年9月10日（金）です。

郵送先：〒730-0017　広島市中区鉄砲町1－20　第3ウエノヤビル6階

（社）日本技術士会中国支部　TEL 082-511-0305

E-mail：ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp　　　　






日本技術士会 中国支部 防災委員会 主催


平成２２年度 防災講演会のご案内








ＪＲ広島駅より徒歩１２分　


広島電鉄稲荷町駅より徒歩２分
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